


























































Development of Information Provide System for Dairy Farmers to improve their management in Nemuro Area.




























































86 吉 野 宣 彦
表1－1 経産牛頭数階層の構成 （単位：戸，％)
１～９頭 10～19 20～29 30～49 50～99 100頭以上 合 計
調査農家 戸数 － － － 1 26 9 36
比率 ( －) ( －) ( －) ( 2.8) ( 72.2) ( 25.0) (100.0)
別 海 町 戸数 5 5 21 154 650 143 978
比率 ( 0.5) ( 0.5) ( 2.1) ( 15.7) ( 66.5) ( 14.6) (100.0)
根室支庁 戸数 7 12 37 254 999 217 1,526
比率 ( 0.5) ( 0.8) ( 2.4) ( 16.6) ( 65.5) ( 14.2) (100.0)
全 道 戸数 280 457 715 2,703 4,501 721 9,377



























































































































































































































































データ数 334 78 72 52 39 22
経産牛 58 68 60.4 45.0 54.2 64.0 73.6 82.9
農業収入 33,154 36,200 34,420 24,892 32,918 36,653 39,741 51,902
個体販売 4,945 1,662 2,036 1,383 2,411 1,704 2,330 3,609
農業経営費 17,153 23,773 22,048 15,806 20,773 22,634 25,640 34,220
労賃 62 92 636 215 393 540 805 1,116
肥料費 1,550 2,465 1,603 1,325 1,603 1,700 1,830 2,037
生産資材 947 1,154 1,509 1,183 1,440 1,429 1,588 2,193
水光熱費 1,879 1,886 1,693 1,356 1,596 1,777 1,938 2,363
飼料費 4,734 9,992 8,612 5,593 7,830 8,980 10,201 14,091
養畜費 194 257 1,194 826 1,212 1,275 1,393 1,712
素畜費 0 0 75 2 199 9 20 327
農業共済 1,596 1,973 1,301 981 1,280 1,416 1,438 1,805
賃料料金 2,318 2,015 2,194 1,388 1,989 2,147 2,762 3,871
修理費 1,685 1,953 1,895 1,636 1,712 1,865 2,261 2,978
諸税公課 1,468 1,351 1,489 1,079 1,433 1,564 1,671 2,225
支払利子 3,987 4,272 1,431 997 1,378 1,685 1,718 2,118
その他経営費 781 727 484 437 493 472 529 565
家計費 3,925 4,286 5,309 4,773 5,465 5,629 5,487 6,447
資金返済 8,897 8,106 3,808 2,660 3,740 4,307 4,503 5,753
元利償還金 12,885 12,378 5,239 3,657 5,118 5,992 6,221 7,871
農業所得 16,001 12,427 12,372 9,086 12,146 14,019 14,101 17,682
一頭当り農業所得 276 183 206 202 224 219 192 213


































































総計 36 18 8 18 10
JA上春別 6 1 － 5 3
JA中春別 6 2 1 4 3
JA別海 24 15 7 9 4
資料)別海町における聞き取り調査による（2002年11月６～７日
に実施）。










































合計 36 18 8 18 10
増やす 17 8 4 9 5
現状維持 19 10 4 9 5
経産牛頭数
減らす － － － － －
わからない － － － － －
増やす 13 6 3 7 4
現状維持 21 12 5 9 5
育成頭数
減らす 1 － － 1 －
わからない 1 － － 1 1
増やす 12 5 1 7 5
現状維持 23 12 6 11 5
経営耕地面積
減らす － － － － －
わからない 1 1 1 － －
増やす 24 12 6 12 5
現状維持 9 5 2 4 4
農業所得
減らす 1 1 － － －
わからない 2 － － 2 1
増やす 23 11 4 12 5
現状維持 10 5 3 5 4
農業収入
減らす 1 1 － － －
わからない 2 1 1 1 1
増やす 10 4 2 6 4
現状維持 9 6 1 3 1
農業支出
減らす 17 8 5 9 5



















集計戸数 36 18 8 18 10
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
拡大することによってコストは下がるという考え 41.7 38.9 50.0 44.4 70.0
雇用や委託などを利用してできるだけ拡大するという考え 47.2 33.3 37.5 61.1 80.0
将来を考えると拡大をしなければ行けないという考え 58.3 50.0 50.0 66.7 70.0
負債の償還のため多少無理しても拡大したいという考え 33.3 22.2 25.0 44.4 40.0
家族のできる範囲でできるだけ小さくやりたい 50.0 66.7 75.0 33.3 30.0
費用を削ればしばらくは拡大しなくても大丈夫という考え 61.1 77.8 75.0 44.4 50.0











集計戸数 36 18 8 18 10
30代 8 5 3 3 2
40代 15 8 3 7 4
経営主の年齢
50代 12 5 2 7 4
60代 1 － － 1 －
家族人数 4.3 4.6 5.0 4.5 4.8
保有状況（常雇と家族) 基幹的従事者 2.6 2.5 2.5 2.4 2.3
(人／戸) 補助的従事者 0.8 0.7 0.8 0.9 1.1
合計従事者 3.4 3.2 3.3 3.4 3.4
ヘルパー 利用なし 8 4 1 4 1
不明 2 － － 2 1
１～20人日 11 7 2 4 3
20～50人日 11 5 3 6 4
50人日以上 4 2 2 2 1
常雇 利用していない 31 18 8 13 7
雇用労働力を
利用している
戸数 利用している 5 － － 5 3
臨時雇 利用なし 28 17 8 11 7
100人日未満 4 － － 4 2
100人日以上 3 1 － 2 －
不明 1 － － 1 1
実習生 利用なし 27 15 6 12 6
不明 1 － － 1 1
１～20人日 3 1 1 2 1
20～50人日 3 2 1 1 1
50人日以上 2 － － 2 1
資料)表3－1－1におなじ。


























集計戸数 （戸) 36 18 8 18 10
乳牛飼養頭数 （頭) 143 102 102 184 202
うち経産牛 （〃) 87 61 62 112 128
出荷乳量 （t) 657 455 531 860 1,067
経産牛当たり出荷乳量 （kg) 7,488 7,474 8,641 7,504 8,358
経営耕地面積 （ha) 69.1 59.6 55.9 78.6 80.7
デントコーン面積 0.6 0.3 0.6 0.9 1.6
採草専用地 47.5 40.5 37.5 54.5 66.6
放牧専用地 9.8 10.3 7.0 9.2 4.0
兼用地 11.3 8.5 10.8 14.1 8.5










集計戸数 36 18 8 18 10
トラクターの平均台数 4.1 3.7 3.5 4.5 4.5
ロールベーラー 26(6) 12(4) 5(2) 14(2) 7(1)
コンパクトベーラー 3－ 1(－) － 2(－) 2(－)
ラッピングマシーン 24(6) 10(5) 3(3) 14(1) 7(－)
自走式ハーベスタ 4(4) －(3) －(2) 4(1) 2(1)
牧草収穫機械などの保有農家数
フォレージハーベスタ 7(2) 2(1) －(－) 5(1) 2(1)
ロードワゴン －(1) －(1) －(1) －(－) －(－)
テッピングワゴン 4(1) 2(－) 1(－) 2(1) 1(1)
ダンプ・トラック・ワゴン 13(5) 7(2) 1(1) 6(3) 4(3)
タワー 3 1 1 2 1
バンカー 22 11 6 11 8
サイロ保有農家数
トレンチ 4 － － 4 1


























集計戸数 36 18 8 18 10
フリーストール 12 － － 12 8
スタンチョンストール 24 18 8 6 2
牛舎と搾乳施設の型式
ミルキングパーラー 12 － － 12 8
パイプライン 24 18 8 6 2
不明 2 2 1 － －
新築する 3 1 － 2 －
牛舎の増改築の予定
(自分の代で)
増築する 4 － － 4 3
新増築しない 18 10 5 8 4










集計戸数 36 18 8 18 10
放牧 22(3) 11(3) 4(－) 11(－) 4(－)
自給乾草 17(1) 12(1) 5(1) 5(－) 3(－)
ロールサイレージ 30(11) 16(8) 7(3) 14(3) 6(1)
細断サイレージ 26(9) 10(3) 5(2) 16(6) 8(3)
デントコーンサイレージ 2(1) 1(－) 1(－) 1(1) 1(1)
購入乾草 5(3) 3(2) 2(1) 2(1) 1(－)
ルーサンヘイ 7(3) 3(2) 2(1) 4(1) 3(1)
ルーサンペレット・キュー 10(4) 3(1) 1(－) 7(3) 4(1)
配合飼料 34(19) 17(9) 8(2) 17(10) 10(6)
ビートパルプ 32(9) 15(4) 6(1) 17(5) 10(1)
デンプン粕 1(1) －(－) －(－) 1(1) －(－)
大麦 9(2) 5(－) 3(－) 4(2) 2(1)
大豆 8(2) 3(－) 2(－) 5(2) 4(2)
トウモロコシ 15(6) 4(－) 3(－) 11(6) 8(3)
綿実 7(2) 3(－) 2(－) 4(2) 4(2)
ふすま 6(－) 4(－) 2(－) 2(－) 1(－)
カルシウム 32(10) 16(4) 7(1) 16(6) 10(4)
ビタミン剤 29(10) 15(4) 7(2) 14(6) 9(4)
資料)表3－1－1におなじ。
注)( )内は過去10年間に一頭当たり給与量を増加した戸数。


















































集計戸数 36 10 8 18 10
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
年度末クミカン報告票 91.7 88.9 87.5 94.4 90.0
クミカンデータ 毎月のクミカン報告票 91.7 88.9 87.5 94.4 90.0
５年分の「年度別実績対比表」 91.7 83.3 87.5 100.0 100.0
収集 4 1 －
55.6 38.9 37.5 72.2 80.0
散布図 72.2 72.2 75.0 72.2 80.0
規模別の棒グラフ 77.8 77.8 62.5 77.8 60.0
クミカン分析プログラム
規模別集計表 91.7 88.9 75.0 94.4 90.0











集計戸数 36 18 8 18 10
不明・なし 26 18 7 8 6
経営簿記 9 4 2 5 3
牛群管理 6 1 － 5 3





酪農家との情報交換 2 1 1 1 －
関係機関との情報交換 3 1 － 2 1
その他メール 4 2 1 2 －
その他インターネット 15 6 3 9 4
利用していない 11 8 4 3 2
その他 8 4 1 4
の情報提供


















































集計戸数 36 18 8 18 10
自分と他の誰かが記帳 4 2 － 2 －
奥さんと他の誰かが記帳 3 2 1 1 1
経営簿記の記帳者 他の家族が記帳 － － － － －
会計事務所に委託 27 13 6 14 8
していない 2 1 1 1 1
未回答 2 1 － 1 1
利用していない 24 11 5 13 7
４年以上 10 6 3 4 2自宅のコンピューターを
使って記帳している年数 ５年以上～９年 － － － － －
10年～14年 － － － － －









集計戸数 36 18 8 18 10
未回答 1 1 － － －
保存していない 2 － － 2 2
４年以内 12 5 3 7 3
損益計算書
５年以上～９年 12 7 4 5 3
10年から14年 6 4 1 2 1
15年以上 3 1 － 2 1
未回答 1 1 － － －
保存していない 4 － － 4 3
４年以内 9 3 2 6 3
貸借対照表
５年以上～９年 13 8 5 5 3
10年～14年 6 5 1 1 －
15年以上 3 1 － 2 1
資料)表3－1－1におなじ。





































集計戸数 36 18 8 18 10
損益計算書 未回答 2 1 － 1 －
集計表にした 1 － － 1 －
毎年の表を並べてみた － － － － －
頭の中で比較した 10 5 4 5 3
比較したことはない 23 12 4 11 7
貸借対照表 未回答 2 1 － 1 －
集計表にした － － － － －
毎年の表を並べてみた 1 － － 1 －
頭の中で比較した 8 4 3 1 －










集計戸数 36 18 8 18 10
未回答 1 1 － － －
集計した － － － － －
損益計算書 毎年の表を並べてみた 1 1 － － －
頭の中で比較した 1 1 1 － －
比較したことはない 33 15 7 18 10
未回答 1 1 － － －
集計表にした － － － － －
貸借対照表 毎年の表を並べてみた 1 1 － － －
頭の中で比較した 1 1 1 － －













































集計戸数 36 18 8 18 10
ほとんど保存していない 3 1 1 2 1
４年以内 9 6 3 3 3
保存年数 ５～９年 9 4 2 5 3
10～14年 4 2 1 2 －
15年以上 11 5 1 6 3
「年度別実績対比表」が来た時 6 2 1 4 2
年度別に集計した 2 － － 2 －
「報告票」を並べてみた 8 5 2 3 2自分の過去３年
以上の比較 頭の中で比較した 4 1 1 3 2
ない 13 7 2 6 4
その他 3 3 2 － －
集計表にして比較 1 － － 1 －
「報告票」を並べてみた 1 － － 1 －
他人との比較
比較していないが見たことがある 8 4 3 4 2









回答数 108 54 8 54 10
不明 9 2 － 7 3
収支差額の欄 31 18 8 13 9
利息の欄 1 － － 1 1
経営成果の欄 5 3 2 2 1
計画対比の欄 10 4 2 6 5
収入の欄 17 8 3 9 3
支出の欄 25 14 6 11 5
特定項目間の比率 1 1 1 － －
全般的に 5 1 1 4 3
特にない － － － － －
その他 4 3 1 1 －
資料)表3－1－1におなじ。
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Ｈ13年度酪農分析数値 ２






























Ｈ13年 5,457 16.60％ 49.6 21,902 72.67％ 44,048 22,146 2.5 4,503 1,484 940
～2,500 Ｈ12年 6,954 20.49％ 50.6 11,485 43.30％ 36,269 24,784 2.4 4,802 1,735 1,252
Ｈ13年 8,447 18.95％ 54.1 30,024 83.66％ 61,014 30,990 2.7 5,620 1,931 1,310
～3,000 Ｈ12年 8,565 20.19％ 54.2 27,204 80.43％ 43,244 26,468 2.7 5,477 2,095 1,291
Ｈ13年 9,521 18.44％ 56.3 27,818 63.58％ 62,020 34,201 3.1 4,889 1,662 1,008
～3,500 Ｈ12年 10,869 22.22％ 53.2 24,291 60.40％ 58,369 34,078 3.0 5,102 1,983 1,351
Ｈ13年 10,920 18.90％ 61.2 28,342 58.26％ 60,527 32,184 3.3 4,665 1,666 1,048
～4,000 Ｈ12年 12,429 21.81％ 63.7 26,519 56.55％ 56,494 29,974 3.1 5,308 2,100 1,369
Ｈ13年 12,425 19.62％ 60.3 29,254 53.50％ 74,799 45,545 2.8 7,861 2,665 1,718
～4,500 Ｈ12年 13,095 21.12％ 59.5 30,301 60.30％ 63,734 33,433 3.2 5,611 1,919 1,326
Ｈ13年 10,805 15.89％ 61.0 38,162 64.33％ 66,915 28,752 3.3 5,975 1,771 1,085
～5,000 Ｈ12年 14,324 21.12％ 59.0 45,744 77.88％ 71,381 25,636 3.0 7,061 2,652 1,719
Ｈ13年 13,547 16.32％ 68.2 56,909 77.05％ 106,234 49,325 3.5 7,185 2,279 1,290
～7,000 Ｈ12年 15,581 19.51％ 69.3 54,381 77.18％ 93,176 38,795 3.6 5,845 2,041 1,268
Ｈ13年 16,154 13.76％ 73.7 82,606 85.26％ 171,253 88,646 3.5 9,106 2,658 1,310
7,000～ Ｈ12年 18,846 16.77％ 78.4 77,678 85.62％ 160,456 82,778 3.4 9,368 3,153 1,710
Ｈ13年 9,781 17.47％ 58.2 35,018 69.08％ 72,707 37,689 3.0 5,790 1,898 1,152































Ｈ13年 5,140 26.06％ 866 1,356 606 2,482 2,623 26,174 17,496 8,678 33.13％
～2,500 Ｈ12年 5,115 25.15％ 935 1,363 582 2,636 3,228 26,311 16,475 9,835 36.98％
Ｈ13年 7,289 26.59％ 1,384 1,870 807 3,498 3,388 36,609 23,939 12,670 34.53％
～3,000 Ｈ12年 6,956 25.49％ 1,193 1,770 916 3,755 3,542 34,656 21,246 13,409 38.81％
Ｈ13年 8,987 27.72％ 1,593 2,189 836 4,611 4,279 43,202 28,154 15,048 34.57％
～3,500 Ｈ12年 8,366 25.71％ 1,667 1,934 811 4,244 4,383 40,873 24,948 15,925 38.83％
Ｈ13年 10,547 28.36％ 1,926 2,335 800 5,180 4,333 48,539 31,122 17,417 35.76％
～4,000 Ｈ12年 9,850 26.36％ 1,712 2,113 881 5,601 5,161 47,393 28,231 19,162 40.29％
Ｈ13年 12,718 30.15％ 2,402 2,617 790 5,270 4,674 54,796 35,812 18,984 34.67％
～4,500 Ｈ12年 12,221 28.70％ 2,444 2,939 1,143 4,953 5,166 53,121 34,096 19,024 35.72％
Ｈ13年 14,404 30.97％ 2,127 3,003 1,114 5,162 5,343 59,083 41,033 18,049 30.58％
～5,000 Ｈ12年 13,771 29.05％ 2,411 2,457 1,301 6,153 5,857 58,401 36,177 22,224 37.96％
Ｈ13年 18,874 32.35％ 3,163 3,442 1,243 8,462 6,590 73,462 49,850 23,612 32.16％
～7,000 Ｈ12年 17,070 29.56％ 3,084 3,091 1,517 7,936 6,985 70,518 45,139 25,378 36.36％
Ｈ13年 29,517 33.83％ 5,604 5,214 1,801 12,733 9,054 105,141 73,894 31,246 29.90％
7,000～ Ｈ12年 25,431 30.96％ 4,309 4,895 1,951 12,414 7,451 99,084 64,608 34,475 34.89％
Ｈ13年 11,191 28.60％ 1,980 2,395 896 5,099 4,449 48,439 32,377 16,062 33.53％






































































































集計戸数 36 18 8 18 10
ある 24 11 5 13 6
見たことがあるか わからない 2 1 1 1 －
ない 10 6 2 4 4
非常に役立つ 6 1 1 5 3
まあ役立つ 14 6 2 8 5
役に立つか あまり役立たない 10 5 3 5 2
全く役立たない 3 3 － － －
未回答 3 3 2 － －
入手した 8 3 1 5 2
個人データの入手
について
入手していないが必要ない 8 6 3 2 2










集計戸数 36 18 8 18 10
未了 4 2 1 2 1
そう思う 13 7 2 6 3配列はわかりや
すい どちらともいえない 16 9 5 7 6
そう思わない 3 － － 3 －
未了 4 2 1 2 1
そう思う 2 1 1 1 －必要のない項目
がある どちらともいえない 11 8 4 3 3
そう思わない 19 7 2 12 6
未了 5 3 1 2 1
そう思う 3 3 2 0足りない項目が
ある どちらともいえない 13 6 4 7 4
そう思わない 15 6 1 9 5
未了 4 2 1 2 1
そう思う 17 6 3 11 6重要な項目は図
にして欲しい どちらともいえない 5 2 1 3 2
そう思わない 10 8 3 2 1
未了 4 2 1 2 1
そう思う 12 4 1 8 4年次を別の表に
した方がよい どちらともいえない 6 4 3 2 1
そう思わない 14 8 3 6 4
未了 4 2 1 2 1
そう思う 18 9 4 9 4より長期の変化
を示すべき どちらともいえない 9 4 2 5 3
そう思わない 5 3 1 2 2
未了 4 2 1 2 1
そう思う 13 7 4 6 3説明をわかりや
すくすべき どちらともいえない 11 6 3 5 3











集計回答数 108 54 24 54 30
未了 39 26 11 13 6
経費 25 9 5 16 9
クミカンにない経費 6 1 － 5 3
合計収支 18 8 4 10 6
資産に関する数値 8 2 1 6 5
技術的な数値 2 2 － － －
特にない 6 5 3 1 －










集計戸数 36 18 8 18 10
未了 1 － － 1 1
大きい 8 3 2 5 4
平均的 5 2 1 3 1減価償却費 小さい 12 7 2 5 1
言えない 1 － － 1 －
不明 9 6 3 3 3
大きい 8 3 1 5 2
平均的 8 5 3 3 3
借入金残高 小さい 15 6 2 9 4
言えない － － － － －
不明 5 4 2 1 1
未 1 － － 1 1
大きい 4 1 1 3 3
平均的 13 8 4 5 2資産計 小さい 9 4 2 5 2
言えない － － － － －










集計戸数 36 18 8 18 10
見たことがある農家数 24 11 5 13 6
まったく保存していない 27 14 6 13 8
１～４年分以内 4 3 1 1 －
５年分以上 1 － － 1 1
未回答 4 1 1 3 1
資料）表3－1－1におなじ。

































































































30頭未満 30～40 40～50 50～60 60～70 70～80 80～90 90頭以上
集計戸数 310 9 25 72 65 49 38 23 29
生乳代金 29,308 11,851 14,704 20,716 25,768 30,230 32,655 39,842 62,280
補給金 3,020 1,226 1,523 2,132 2,648 3,106 3,390 4,116 6,405
乳用牛 1,564 564 531 1,164 1,561 1,049 1,779 1,837 4,133
肉用牛 767 154 388 453 583 535 983 1,442 2,045












家畜共済金 1,084 379 509 698 886 1,075 1,385 1,435 2,542
農業雑収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
畜産収入合計 35,746 14,175 17,656 25,165 31,448 36,015 40,194 48,674 77,407
その他農産 66 0 33 59 43 111 146 3 50
農産収入合計 66 0 33 59 43 111 146 3 50
農業雑収入 1,134 370 479 640 827 980 1,072 1,937 3,555
②農業収入合計 36,948 14,546 18,169 25,869 32,318 37,107 41,412 50,615 81,012
農外収入 217 33 186 125 152 172 323 327 527③財産的
収入に関
する項目
資金借入 164 0 639 273 162 0 39 88 38
資金受入 1,501 1,063 1,225 570 740 1,509 947 1,719 6,430
④収入合計 38,830 15,642 20,219 26,836 33,373 38,789 42,722 52,749 88,008
労賃 1,358 7 66 295 366 545 833 1,019 10,086
肥料費 1,727 1,137 1,104 1,417 1,616 1,866 2,174 1,982 2,443
生産資材 1,622 404 810 1,264 1,445 1,602 1,794 1,942 3,534
水道光熱費 1,870 989 1,217 1,446 1,623 1,852 2,105 2,331 3,668
飼料費 8,030 2,586 3,737 4,898 6,680 7,239 9,235 11,837 20,963












素畜費 136 6 1 28 72 12 45 472 769
農業共済 1,374 419 669 981 1,227 1,393 1,455 1,775 3,123
賃料料金 2,331 538 961 1,328 2,133 2,117 2,863 3,535 5,709
修理費 1,994 618 1,309 1,512 1,735 2,037 2,492 3,005 3,266
諸税公課負担 1,485 714 905 1,060 1,284 1,585 1,666 2,134 2,816
支払利息 1,637 386 1,323 1,076 1,526 1,867 2,001 2,308 2,535
その他経営費 513 215 332 368 438 463 506 686 1,242
⑥農業支出合計 25,292 8,392 12,995 16,501 21,197 23,764 28,597 34,584 63,027
家計費 5,258 2,894 3,991 4,739 5,166 5,595 5,625 6,457 6,581
資金返済 3,672 1,576 2,584 2,484 3,610 4,489 4,469 5,039 4,836⑦財産的
支出に関
する項目
共済貯金 4,891 2,014 2,637 3,807 4,250 4,979 5,572 6,393 9,621
農業機械 1,009 634 289 520 958 1,353 906 1,387 2,328
その他支出 646 174 572 400 395 660 588 545 2,162





























30頭未満 30～40 40～50 50～60 60～70 70～80 80～90 90頭以上
集計戸数 戸 310 9 25 72 65 49 38 23 29
出荷乳量 t 420 171 214 298 370 432 472 552 897
草地面積合計 ha 64 43 51 53 58 67 72 79 95
うち借地面積 4 0 4 3 4 4 5 6 7










成牛頭数 71 31 41 52 61 71 84 99 140
経産頭数 63 24 35 45 54 64 74 83 129
育成頭数 52 25 33 39 45 48 57 69 109
換算頭数 頭 88 37 51 64 77 88 102 117 183
育成比率 ％ 43.4 47.7 46.6 45.3 44.0 40.9 41.9 44.4 38.4
農業収入 千円 35,863 14,167 17,660 25,170 31,432 36,032 40,027 49,180 78,470
乳代収入 32,327 13,077 16,226 22,849 28,415 33,335 36,045 43,958 68,685
個体販売 2,333 718 919 1,617 2,144 1,603 2,763 3,280 6,178
農業経営費 22,297 7,999 11,606 15,129 19,305 21,353 25,763 31,257 50,406










クミカン農業所得 13,566 6,168 6,054 10,041 12,127 14,679 14,265 17,923 28,064
クミカン乳代所得 10,030 5,078 4,621 7,719 9,110 11,983 10,282 12,701 18,279
クミカン可処分所得 8,258 4,205 2,146 6,481 6,990 8,324 7,795 10,576 20693
クミカン農業所得率 ％ 38.0 41.2 33.9 39.9 38.4 40.2 35.5 36.3 36.1
クミカン乳代所得率 ％ 31.6 36.2 27.7 33.6 32.0 35.4 28.3 28.8 27.7
面積当たり換算頭数 頭 141.7 89.8 107.9 127.5 152.5 137.2 149.1 155.8 185.1
肥料費 千円 29.1 28.1 23.1 28.0 32.6 28.5 31.5 25.9 30.0
経営面積 a 78 119 100 82 75 77 70 68 57













農業経営費 247.2 204.7 227.4 235.7 252.5 244.1 253.5 267.5 274.7
飼料費 85.2 65.5 72.8 76.5 86.9 83.2 90.8 101.5 102.4
養畜素畜費 14.1 9.7 10.7 13.1 14.5 13.4 14.2 17.4 18.2



















集計戸数 36 18 8 18 10
すぐによくわかる 13 7 4 6 4
だいたいわかる 17 6 2 11 6散布図（経産牛頭数と農業所得）におけ
る位置 計算したらわかる 2 1 － 1 －わからない 4 4 2 － －
未了 1 1 － － －
すぐによくわかる 18 10 5 8 4棒グラフ（同じ頭数
階層の飼料費との
差）
だいたいわかる 14 6 3 8 5
計算したらわかる 2 － － 2 1
わからない 1 1 － － －
未了 3 1 － 2 2
すぐによくわかる 6 3 2 3 2頭数規模別集計表（同じ階層平均とど
こに大きな違いがあ
るか）
だいたいわかる 14 8 5 6 3
計算したらわかる 8 3 1 5 3
わからない 5 3 － 2 －
未了 2 － － 2 2
一貫して平均 8 5 2 3 2
一貫して平均より高い 9 3 2 6 4時系列の折れ線グラフ（換算頭数当たり
飼料費を平均と比べ
た変化）
一貫して平均より低い 4 4 2 － －
最近平均より高くなった 4 － － 4 1
最近平均より低くなった 2 － － 2 －










集計戸数 36 18 8 18 10
もっと多頭化すべき － － － － －
今の頭数で所得を上げるべき 10 5 2 6 3
頭数を縮小して所得を上げるべき － － － － －
散布図（経産牛頭数
と農業所得）
何らかの改善が必要 6 3 2 3 2
現状維持でよい 8 4 1 4 2
これだけでは何ともいえない 12 6 3 6 4
その他 － － － － －
もっと飼料を減らすべき 5 3 2 2 －
飼料の種類を変えるべき 1 － － 1 －
給与の仕方を変えるべき 11 4 2 7 5
棒グラフ（経産牛頭
数階層別の飼料費）
もっと飼料を増やすべき 1 1 － － －
何ともいえない 16 9 4 7 5
現状維持 2 1 － 1 －
その他 － － － － －
未了 1 － － 1 1
現状のままでよい 11 8 4 3 2
収入を増やすべき 5 3 － 2 1
経産牛頭数階層別の
集計表
支出を減らすべき 8 3 2 5 4
何らかの改善が必要 4 3 2 1 1
何ともいえない 5 1 － 4 1












集計戸数 36 18 8 18 10
非常に役立つ 15 7 3 8 6
まあ役立つ 19 10 5 9 4









集計戸数 36 18 8 18 10
４個以下 13 4 2 9 5
５個以上 12 7 3 5 3
散布図の横軸と縦軸
にしたい指標の数
全部 5 3 1 2 1
なし 5 4 2 1 1
未了 1 － － 1 －
農業所得率の階層 11 8 5 3 1
１頭当たりの乳量 9 5 2 5 3
棒グラフの階層区分
方法
負債の償還金額 2 1 1 1 －
出荷乳量 12 4 － 8 5









集計戸数 36 18 8 18 10
未了 1 － － 1 1
そう思う 29 15 6 14 7項目の配列はわかり
やすい どちらともいえない 2 1 1 － －
そう思わない 4 2 1 3 2
未了 1 － － 1 1
そう思う 3 3 1 － －必要のない項目があ
る どちらともいえない 6 4 3 2 2
そう思わない 26 11 4 15 7
未了 1 － － 1 －
そう思う 4 － － 4 3足りない項目がある どちらともいえない 9 7 4 2 1
そう思わない 22 11 4 11 6
そう思う 8 2 2 6 2説明をわかりやすく
すべき どちらともいえない 8 3 1 5 4そう思わない 20 13 5 7 4
資料)表3－1－1におなじ。


























































集計戸数 36 18 8 18 10
農業所得率の階層 8 5 1 3 1
１頭当たりの乳量 9 5 2 4 2
負債の償還金額 1 － － 1 －
出荷乳量 10 3 － 7 4
その他 3 2 2 2 1
これでいい 1 － － 1 1
ない 1 1 1 － －
全部 2 1 1 1 1












集計戸数 36 18 8 18 10
５年くらい 13 8 3 5 5
10年くらい 13 6 4 7 2
15年くらい 1 － － 1 －








































































集計戸数 36 18 8 18 10
農業収入 16 7 4 9 4
家計や財産的収支を含む収支 17 9 6 8 4
農業支出 16 8 3 8 5
農業収支 11 7 4 4 1
技術 14 11 5 3 2
全部 4 1 － 3 2
不明 30 11 2 19 12
回答数合計 108 54 24 54 30
資料)表3－1－1におなじ。


























集計戸数 36 18 8 18 10
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
農協が図表を作成することについて 75.0 72.2 62.5 77.8 80.0
行政が図表を作成することについて 25.0 33.3 25.0 16.7 30.0











集計戸数 36 18 8 18 10
クミカンの方がいい 13 5 3 8 4
税金申告の決算書の方がいい 7 3 3 4 2
どちらも問題あり使えない － － － － －
どちらでも十分使える 11 7 1 4 2










集計戸数 36 18 8 18 10
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
プライバシーを確実に守って利用すべきだ 80.6 88.9 87.5 72.2 50.0
散布図では個人が特定されぬように，飛び抜けた農家はのせない 27.8 33.3 37.5 22.2 30.0
利用方法を検討する委員会などを作るべき 44.4 38.9 25.0 50.0 40.0










































































集計戸数 36 18 8 18 10
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
担当職員が内部資料に活用することについて 75.0 83.3 62.5 66.7 70.0
負債の多い特定の農家への配布 47.2 50.0 37.5 44.4 40.0
希望する農家への配布 80.6 77.8 75.0 83.3 80.0
青年部などの勉強会で利用 72.2 77.8 62.5 66.7 60.0
有志の勉強会で利用 63.9 72.2 62.5 55.6 40.0
地区の集まりでの配布 41.7 61.1 50.0 22.2 10.0
全農家に毎年配布 50.0 50.0 25.0 50.0 50.0
数年に一度の配布 36.1 44.4 50.0 27.8 20.0
資料)表3－1－1におなじ。
注)表6－1－2におなじ。























































































































































































114 吉 野 宣 彦
を使用している比率は高く，クミカンを分析に利用
している比率はわずかに高い。ところが簿記記帳は
完全に委託して自分で記帳していない。クミカンや
「クミカン分析プログラム」でも経営収支や技術より
農協との取引収支に注目している。分析のデータ
ソースも決算書よりクミカンを支持している。
この経営の管理水準と情報の潜在的なニーズの関
係は，図7－1のように示すことができる。これまで
の分析では，多頭数グループの多くはＣの位置にあ
る。情報の潜在的なニーズは高いが，これを支える
管理の水準は低い。このために外部からの情報提供
が幅広く求められている。
第２に，情報の管理水準が高まることを経営成長
の重要な要素とすると，多頭化のあり方にいくつか
の場合を示すことができる。
まず情報管理の水準を高めつつ多頭化する場合に
なる。ひとつはＡからＤに進む場合であり，多頭化
に伴って情報管理の水準も高まる場合になる。大き
な経営変化の前後で情報を蓄積して，経営成果が十
分に生み出されたか否かを検証している場合はこれ
に該当する。ふたつにはＡからＢへ，さらにＤへと
進む場合になる。将来の多頭化に向けて，まず情報
を蓄積して分析し，本人にとって多頭化することの
優位性を確信して多頭化に踏み込む。これらの場合，
拡大の途上では多くの情報提供へのニーズが発生し
うるが，Ｄの位置に達した時には，必要な情報ニー
ズからは，無駄なものが省かれ，選択的になりうる。
また情報管理の水準を高めずに多頭化する場合に
なる。ひとつはＡからＣに進む場合で，十分に情報
を蓄積せず，外部からの情報提供を出来る限り必要
とする。現在の多頭数グループにはこの展開が多
かったように思われる。ＢからＣへ進む場合も，経
営主の事故などで急遽世代交代が進みながら多頭化
を進めた例を想定できる。管理水準が低いままのこ
の多頭化は，外部から多くの情報提供へのニーズが
顕在化する。情報は蓄積されず，利用されていない
危険な状態にある。単純で的確なわかりやすい情報
を提供され，本人の経営状況を把握し直す必要があ
る。この場合には，規模に合わせて情報の管理能力
を高めるＣからＤへの方向か，逆に能力に合わせて
規模を縮小するＣからＡの方向への展開が求められ
る。
このように，管理水準と多頭化とは相互に関係し，
外部からの情報提供へのニーズは，これらの組合せ
に強く規定されるように思われる。
第３に，「わかる」情報と「役立つ」情報を区別し
た提供が求められている。まず現在の自分の位置や
問題をわかった上で，その問題解決に役立つ情報が
必要となる。多くの場合，自分の位置を分からずに
Ｃの位置にいる。加えて本人以外の農業者には「役
立つ」かもしれない情報をもとにして，多頭化や高
産乳化を進めているケースは少なくない。多頭数グ
ループと少頭数グループとでは，規模拡大に関する
基本的な考え方に大きな違いが見られたが，管理の
水準に大きな違いは見られなかった。管理水準を高
めるきっかけになる営農情報がより緊急に求められ
ている。
図7－1 農業者の性格と情報ニーズ
115酪農における経営改善のための情報提供に関する研究
